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呉市の水道貯水池から分離した青緑細菌
Pseudanabaena spp. に よるカ ビ臭発生
森井 秀昭 ・笠間憲太郎 ・銭谷 武平
Musty Odor-Production by the Cyanobacteria Pseudanabaena spp. 
   Isolated from Reservoirs of Water Supply in Kure City
Hideaki  MORII, Kentaro KASAMA and Buhei ZENITANI
   Nineteen strains of cyanobacteria from reservoirs, during hot season, 1970 to 1977 were 
isolated as a causative agent of musty smell in water. These strains were divided into musty or 
odorless group by crude culture experiments, and of these, only 2 strains were able to be isolated 
as an axenic culture. As the axenic strain produced musty odor in the culture with BG-11 medium, 
it has suggested that odor was due to metabolites in the growth of musty strain. The ability to 
produce odorous substance, however, was none or variable by different strains. In general, musty 
strains showed a tendency to grow slowly in comparison with odorless strains, and trichome-
yellowing of the former was later than that of the latter. All the strains were presumed as species 
of Pseudanabaena by modern identification system of  Rippka et al. who revised generic assignment 
by pure cultures. Filamentous materials were observed on the cell envelope of musty strains, but 
in detail further study in required.
近年,全 国各地で水道水にカビ臭が発生 し,大 きな




ところで,カ ビ臭物質 は,放 線菌(1～3,7,8)
については2一 メチルイソボルネオール とジェオス ミ
ン,ら ん藻(2,6,7)に ついてはジェオス ミンが
主成分 であ ることが明 らか にされている.そ して,こ
れ らカビ臭物質の分離同定試験を行 なうに際 しては,
放線菌 については純粋分離株が用いられているが,ら
ん藻すなわち青緑細菌*に ついて は従属栄養細菌 が混
在 した菌株 が用い られている.従 って,青 緑細菌のカ
ビ臭物質 も青緑細菌 自身の代謝産物で あるとするには,
やは り純粋分離株 による確認が必要で あろう.
そこで今回は,カ ビ臭発生お よび非発生青緑細菌(以
下発臭お よび非発臭青緑細菌 とする)を 平板培養法,
紫外線照射法,抗 生物質法 により純粋分離 を試 みると
共 に,こ れ ら青緑細菌の属 の同定,発 育状況の観察お
よび電子顕微鏡観察な どを行 ない発臭株 と非発臭株の
差異 を知 ろうとした.
*青 緑細菌 は従来か ららん藻類 として分類 されているが,Stanierら(13)や 最近 の分類か らこれ を細菌 とし,ま





































































































































































































































































































































































































































































































































































































察 されたが,非 発臭株XⅢ とVⅧではその構造物 は観察
されなかった.
次 に,こ れら構造物 の存在 をさらに明 らかにするた
め,レ プリカ試料の電子顕微鏡観察 を行 なった(Fig.
5).
発臭株XⅦ とIXで は細胞周縁に線維状構造物 が観察
されたが,そ の数 は一つの細胞に1本 か ら数本 と少 な
かった.し かし細胞周辺部 には線維状構造物の断片が
観察 され,従 って細胞 周縁部 にその構造物が少なかっ
たのは試料作製 の過程で細胞周縁か ら離脱 した可能性
もある.他 方,非 発臭株Ⅷ とXⅢ には線維状構造物 は
見 られなかった.
なお,こ れ ら発臭株の線維状構造物 は,同 一株 のす
べての細胞に見 られ るのではな く,む しろこの構造物
を持 たない細胞 の方が多かった.こ の構造物は電子顕
微 鏡用試料の作製の段階で人工的に作 られている可能
性 もあ り,さ らに検討 しなければな らない.
要 約
水道貯水池 より得た青緑細菌19株 を用 い,青 緑細菌
によるカビ臭の発生 について検討 し,次 の結果を得た.
1)カ ビ臭は純離株XⅦ では全 く青緑細菌 自身の臭
気であることを確認 した.
2)供 試株 はすべてがPseudanabaena spp.に 属 し,
これ らはカ ビ臭発臭性の もの と非発臭性が含 まれた.
3)カ ビ臭発臭株の細胞周縁 には電子顕微鏡によっ
て線維状構造物 が観察 された.
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